
愛生福祉会では、私たちと一緒に働いて
いただける仲間を募集しております。

しだみの里ではオープニングスタッフを募集しています。

0120-03-1165
担当 / 水田  村尾

第２デイサービス
センター

東京都品川区上大崎
3-10-7
TEL 03-5447-5363

庄内の里第2デイサービス・
愛生苑・鳩の丘

東京都品川区上大崎3-10-7
TEL 03-3440-6311

神奈川県横浜市栄区田谷町1364-2
TEL 045-852-0012

名古屋市北区安井1-10-10
TEL 052-981-4165

名古屋市緑区黒沢台5-211
TEL 052-876-2611

名古屋市北区五反田町108-2
TEL 052-901-7621

名古屋市西区中小田井3-389
TEL 052-504-3301

第２デイサービス
センター

 愛知県丹羽郡大口町下小口6-124-2
TEL 0587-95-8151

名古屋市昭和区安田通2-4-2
TEL 052-762-1638

名古屋市守山区下志段味長廻間2280-12
TEL 052-736-2368

名古屋市東区筒井1丁目2-1-1
TEL 052-938-0065

名古屋市守山区瀬古3-830
TEL 052-793-7004

名古屋市西区中小田井5-240
TEL 052-509-7717

名古屋市北区鳩岡町1-7-20
TEL 052-916-3755

名古屋市西区中小田井2-98
TEL 052-505-1165

名古屋市北区中味鋺2-207
TEL 052-903-0729

 名古屋市北区萩野通1-26-1
TEL 052-916-5758

〒462-0025 名古屋市北区鳩岡町1-7-20
TEL 052-916-3759　FAX 052-916-3764  j imukyoku@aiseifukusikai . jp

法人事務局

事業所内託児所事業所内託児所

品川区立上大崎
特別養護
老人ホーム

名古屋市西区五才美町95 ファイビービル 1F
TEL 052-938-8880

社会福祉法人
愛生福祉会

特別養護老人ホーム しだみの里
● 無資格・未経験者歓迎
● 資格取得支援制度
● 子育て支援制度充実

現地説明会を開催しています。
お気軽にお問い合わせください。

令和５年４月開設
令和4年

秋
号

敬老の日特集
ご長寿おめでとうございます
卒寿・白寿・紀寿を迎えられた皆様をご紹介
インタビュー「私の生きてきた道」
夏の思い出アルバム／新人職員成長日記
介護と看取り

特別養護老人ホーム しだみの里
名古屋市守山区上志段味東谷 2074

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・



愛生苑
柴田文子様
吉川一也様
庄内の里
川久保金吾様
斎藤すわ様
田中三郎様
岡　二美様
高本ユキヨ様
柴田ゐわを様
鳩の丘
大西慶子様
長谷川秋江様
熊澤さきゑ様
伊藤ひさゑ様
町田春雄様
土井ツル様
古瀬千代子様
黒石荘
佐藤利子様
児玉道子様
都築政子様

寺田かね子様
高橋ミヨ様
田中艶子様
安井乃郷
河邑とし子様
福永稔子様
右京きみ子様
藤本ヤエ子様
木村文子様
御桜乃里
兼松鉦子様
田中茂樹様
小原とよ子様
澤木志津子様
佐橋かね子様
前田やゑ子様
小出忠男様
宗藤昇司様
古田みち子様
恵口眞吉様
伊藤秋政様
竹田鋭雄様

９０歳
１００歳
１０２歳

９０歳
９０歳
９０歳
９０歳
９９歳

９０歳
９０歳
９０歳
９０歳
９０歳
９０歳
９０歳
９０歳
９０歳
９０歳
９０歳
９０歳

９０歳
９０歳

９０歳
９０歳
９０歳
１０２歳
１０３歳
１０３歳

９０歳
９０歳
９９歳
１００歳
１０２歳
１０３歳
１０３歳

９０歳
９０歳
９０歳

稲垣鈴子様
鈴木きみゑ様
木村カヂエ様
丹羽多ず様
佐藤ツルヨ様
水野カギ子様
中山かね子様
丸山春子様
三輪千代様
杉本辰雄様
松永悦子様
社本かつ子様
安田荘
粕谷守彦様
寿楽荘
小山秋子様
山下幸子様
山本尚一様
集い
村井喜代子様
はぎの
青木美智子様

９０歳
９９歳
９９歳
９９歳
１００歳
１００歳
１０１歳
１０２歳
１０２歳
１０２歳
１０３歳
１０４歳

９０歳

９０歳
９０歳
９９歳

９９歳

９０歳

池田龍吉様
大旗みち子様
紅林千鶴子様
佐藤はるゑ様
田中昭子様
長瀬活子様
日比野清子様
成田多津子様
小出さかゑ様
筒井
丹羽シキ子様
牧野友子様
藤田映子様
榊原羊子様
松井静子様
安井了子様
水谷八重様
臼井千代子様
七福　
鬼頭きよ子様
浅野すゞ子様
日比野みね様

９０歳
９０歳
９０歳
９０歳
９０歳
９０歳
９０歳
９９歳
９９歳

９０歳
９０歳
９０歳
９０歳
９９歳
９９歳
１００歳
１０１歳

９０歳
１００歳
１０７歳

田谷の里
佐藤トク子様
戸井田滿江様
相川マスエ様
石山ヤスヱ様
清水口倫江様
上大崎
牧内　薫様
灰渕常子様
井上和子様
児玉晶子様
牧内エイ様
豊永千惠子様
原　孝子様
河島艶子様
瀧上とみこ様
砂田志津様
長田周子様
松田ハル様

９０歳
９０歳
９９歳
９９歳
９９歳

９０歳
９９歳
１００歳
１００歳
１０１歳
１０１歳
１０１歳
１０２歳
１０３歳
１０５歳
１０８歳
１０９歳

卒寿90歳・白寿99歳・紀寿100歳を迎えられた皆さま

　

大
正
八
年
二
月
二
十
二
日
、
名
古
屋
市
矢
場

町
に
て
、兄
一
人
、姉
二
人
の
四
人
兄
弟
の
末
っ

子
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

小
学
校
低
学
年
の
時
に
お
母
様
が
亡
く
な
っ

た
た
め
、
そ
れ
か
ら
は
お
兄
様
と
お
姉
様
方
が

悦
子
さ
ん
の
母
親
代
わ
り
と
な
っ
て
、
兄
弟
仲

良
く
育
ち
ま
し
た
。

　

昭
和
一
六
年
、　

悦
子
さ
ん
が
二
二
歳
の
時

に
七
歳
年
上
の
ご
主
人
と
ご
結
婚
。
間
も
な
く

始
ま
っ
た
太
平
洋
戦
争
の
さ
な
か
、
二
四
歳
で

長
女
を
出
産
さ
れ
、
そ
の
後
ご
主
人
は
招
集
さ

れ
て
戦
地
に
向
か
わ
れ
ま
し
た
。

　

悦
子
さ
ん
は
ま
だ
赤
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
長
女
を

連
れ
、
ご
主
人
の
お
姉
さ
ん
を
頼
り
に
大
垣
に

疎
開
し
ま
し
た
が
、
既
に
多
く
の
親
類
も
疎
開

し
て
き
て
お
り
、
食
べ
物
も
な
か
な
か
口
に
入

ら
ず
、お
乳
も
出
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

幸
い
に
も
そ
の
後
、
名
古
屋
の
堀
田
に
住
ん
で

い
た
ご
自
分
の
お
姉
様
が
呼
び
寄
せ
て
下
さ

り
、そ
の
ま
ま
堀
田
に
移
り
住
ん
だ
の
で
し
た
。

　

昭
和
二
〇
年
、
悦
子
さ
ん
は
二
六
歳
の
時
に

終
戦
を
迎
え
ま
し
た
。
ご
主
人
が
戦
地
か
ら
無

事
に
戻
ら
れ
た
後
に
、
長
男
と
次
女
を
出
産
さ

れ
ま
し
た
が
、
長
男
を
二
歳
で
亡
く
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
の
悦
子
さ
ん
は
、
お
姉

様
が
近
所
で
営
む
お
寿
司
屋
さ
ん
を
手
伝
い
な

が
ら
、
子
育
て
と
家
事
を
両
立
し
、
ご
苦
労
も

多
か
っ
た
そ
う
で
す
が
ご
家
族
と
一
緒
に
そ
の

半
生
を
幸
せ
に
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
育
て
が
終
わ
っ
て
か
ら
は
、
ご
主
人
と
二

人
の
穏
や
か
な
生
活
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
悦

子
さ
ん
が
六
四
歳
の
時
、
ご
主
人
が
他
界
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
は
お
一
人
で
過
ご
さ
れ
な
が

ら
も
、
近
所
の
お
友
達
と
モ
ー
ニ
ン
グ
に
行
っ

砂田志津さん
上大崎

古瀬千代子さん
鳩の丘

浅野すゞ 子さん
七福

土井ツルさん
鳩の丘

町田春雄さん
鳩の丘

田中艶子さん
黒石荘

原　孝子さん
上大崎

牧内エイさん
上大崎

臼井千代子さん
筒井

高橋ミヨさん
黒石荘

瀧上とみ子さん
上大崎

豊永千恵子さん
上大崎

伊藤ひさゑさん
鳩の丘

髙本ユキヨさん
庄内の里

河島艶子さん
上大崎

水谷八重さん
筒井

100
歳

102
歳

101
歳

100
歳

100
歳

100
歳

102
歳

103
歳

108
歳

109
歳

103
歳

102
歳

103
歳

103
歳

105
歳

101
歳

101
歳

101
歳

祝
私の生きてきた道

長
田
周
子
さ
ん

上
大
崎

松
田
ハ
ル
さ
ん

上
大
崎

長
田
周
子
さ
ん

上
大
崎

松
田
ハ
ル
さ
ん

上
大
崎

御桜乃里 松永悦子様

敬老の日 インタビュー

た
り
旅
行
に
行
っ
た
り
と
、
元
気
に
日
々
を
送

ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
二
〇
年
、悦
子
さ
ん
が
八
九
歳
に
な
り
、

高
齢
で
の
一
人
暮
ら
し
を
心
配
し
た
娘
さ
ん

が
、
ご
自
宅
近
く
に
で
き
た
「
ケ
ア
ハ
ウ
ス
御

桜
乃
里
」
を
勧
め
ら
れ
、
入
居
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
住
み
慣
れ
た
堀
田
を
離
れ
ま
し
た

が
、
二
人
の
娘
さ
ん
が
近
く
に
い
ら
っ
し
ゃ
る

新
天
地
で
は
、
悦
子
さ
ん
を
中
心
に
自
然
と
家

族
が
集
ま
り
、
愛
情
に
囲
ま
れ
た
生
活
を
送
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

五
年
間
ケ
ア
ハ
ウ
ス
で
過
ご
さ
れ
た
後
は
、

同
施
設
内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
移
ら

れ
、
一
〇
三
歳
に
な
ら
れ
た
現
在
も
と
て
も
お

元
気
で
、
職
員
に
対
し
て
冗
談
を
言
わ
れ
る
頭

の
回
転
の
速
さ
に
は
驚
か
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
悦
子
さ
ん
で
い

て
下
さ
い
。

ご
長
寿



令和4年
夏の思いで

アルバム

鵜飼いの
観覧船に乗ったよ

寿楽荘
黒石荘プラネタリ

ウム

カフェ開催！

風鈴手作りしまし
た。

黒
石
荘

名古屋港水
族館！

安田荘の仲間と

はぎのデイサービス

田谷の里名物

ソーラン節

M
IZ

A

KURA NO
 S

A
T

O

2 0 2 2

映えスポット御桜乃里

黒石荘の

夏祭り！
御桜乃里

寿楽荘

愛
生
苑

安
田
荘

御
桜
乃
里

花
火
大
会



　志村りき様は東京都豊島区に生まれ、ご主人と自営業であ
る牛もつ屋さんを切り盛りしながら、二人の娘様を立派に育て
られました。３０年程前にご主人を亡くされた後、平成２９年に
上大崎特別養護老人ホームに入居されました。志村様はとて
も明るい性格で、ご利用者の間ではムードメーカー的な存在で
したが、その反面、職員の前では寂しがり屋な面も見せられ、
そんな時は寄り添って手を握ると落ち着かれていました。また、
食べる事が大好きな方で、バイキングの時には刺身やお寿司
をとても美味しそうに召し上がっておられました。
　入居されて以来、母親思いの優しい娘様お二人が毎週の
ように面会に来設され、週末は三人で仲良く過ごされていまし
た。施設から外部のクリニックに通院する際も一緒に付き添っ
てくださり、献身的なサポートをして頂きました。上大崎ではＡ
ＣＰ（アドバンス・ケア・プランニング）アンケートを導入してい
ますが、娘様お二人のご意向は当初から「穏やかに、最期ま
で慣れ親しんだ上大崎で過ごしてほしい」との事でした。
　病状の進行から徐々に眠っている時間が増え、それに伴い
大好きだった食事や水分も摂れなくなってきました。７月に看取
りケアが始まると、お二人は毎日面会に来られるようになりまし
た。終日眠っている時間が多い志村様でしたが、娘様の声掛
けにはしっかり反応されていました。ご逝去される前日も終始
眠っておられましたが、娘様の面会時に突然眉を動かされて、
わずかな時間覚醒されました。今振り返ると、あの瞬間的な覚
醒は志村様からお二人への感謝とお別れの挨拶であったよう
に思います。

　ご家族からは 5 年間の入居生活に対し、沢山の感謝のお
言葉をいただきました。介護スタッフだけではなく、いつも私の
事までお気遣いくださり「忙しくて大変だと思いますが、母の
事を最期までよろしくお願いします」というお言葉に、私自身ど
れだけ励まされたか分かりません。志村様とご家族から頂いた
お言葉を胸に、これからも周りのスタッフと一緒に入居者様を
支えていければと思います。　

志
村
り
き
様
の

上
大
崎
で
の

生
活
を

振
り
返
っ
て

介
護
と
看
取
り

　　　護の知識が全くない状態で入職
　　　しました。技術もなく、業務を
速く行うことがまだ出来ていませんが
「利用者様と関わらない業務は時間を
短くし、利用者様に多くの時間携わるよ
うに」と先輩方から教わり努力していま
す。新人研修や勉強会などで学び、利
用者様の生活に寄り添えるよう日々精進
していきます。

　　　年度４月から安井乃郷に入職し
　　　ました。介護の知識が全くない
状態で介護の世界に飛びこんだ為、日々
学ぶことばかりです。諸先輩方の丁寧
な指導や、利用者様の感謝の言葉で介
護職員としても成長を実感しております。
まだまだ、未熟者ですので、これから
も更なる学びを得て、入居者様のお役
に立てるよう頑張ります。

　　　は介護という仕事を家族に勧め
　　　られ興味を持ちましたが、人見
知りの私に務まるかとても不安でした。
しかし実際に働いてみるととても楽しく、
分からないことも先輩職員の方々が丁
寧に教えて下さり、やはりこの仕事を選
んでよかったと思っています。今後は先
輩職員のような素敵な介護職員になる
ことが目標です。

　　　は今年４月に右も左も分からな
　　　い状態で入職した為、この仕事
を続けられるか最初は不安でいっぱい
でしたが、先輩方に優しく丁寧に教え
ていただいたおかげで、現在も働けて
おります。最近では、利用者様の想い
に寄り添って行動できるようになり、多
くの感謝の言葉をいただけるようになり
ました。少しずつではありますが、人と
しての成長を実感しています。まだま
だ未熟者ではありますが、この先も利
用者様や施設全体の力になれるように
精進にてまいります。

　　　校で学んだ技術は基本であって、
　　　そこから個々の入居者様に合わ
せて個別に展開・応用していく事の大
切さや難しさを感じています。
先日、看取りケアを行っていた方がご
逝去されました。日々状態が変わって
いく中での関わり方やケアに対して課題
が残りました。御本人・御家族にとっ
て後悔のない介護の提供はもちろんで
すが、介護する側にとっても後悔のな
い介護をこれからも心掛けていきたい
と思います。
今の気持ちを忘れず、後輩が同じよう
な悩みや気持ちを抱えたときに指導し
ていける存在になっていきたいです。

　　　めの頃は入居者様にどう接して
　　　いけば良いのか、オムツ交換や
移乗介助、認知症ケアの支援方法など
分からないことが多く、先輩方に相談し
て介護技術、入居者様への接し方を見
直しました。その後は自分で考えて入
居者様に寄り添ったケアを行っています。
その中でも入居者様にお化粧を施すア
クティビティーを実施しました。「若返
ったわ！」と、とても喜んでいただきま
した。これからも入居者様に寄り添っ
た介護を行い介護職員として成長して
いきたいです。

　　　６ヶ月働き、コミュニケーション
　　　を取ることの難しさ、話をするこ
とだけがコミュニケーションではないこ
とを痛感しました。
自分の声掛けで食事を召し上がってく
ださったり、ご利用者に負担が少なく
排泄介助を行えたり、とまだまだです
が前進していると実感しています。
私の今の目標は「優しさと思いやりを
大切にすること」「ご利用者の笑顔を増
やすこと」です。その為に何事にもチ
ャレンジし、学び続ける姿勢を忘れず
頑張ります。

　　　身が成長したと感じる所は、ご
　　　利用者に対する関わりが大きく
変化したところです。
入職してからご利用者に対し感謝をし
ながら日常生活を支えさせて頂く事を
学びました。今後もご利用者一人ひと
りに真摯に向き合いながら、その人に
添ったケアを行えるよに精進していきた
いです。

　　　職当初は右も左もわからない状
　　　態で、ご利用者様とどのように
接すればよいのか、知識がない状態で
本当に働けるのかなど心配が募るばか
りでした。
しかし、先輩方に教えて頂きながら日々
を過ごし、今ではご利用者様と楽しく会
話が出来るようになってきました。ご利
用者様一人ひとりに入居された背景が
あると思うと、もっとご利用者様の事を
知りたいと思う気持ちも出てきました。
介護職としてはまだまだ若手ではありま
すが、頑張っていきたいと思います。

新人職員 成長日記
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今年の春に入職した新人職員の皆さんも半年が過ぎ、
悩みながらも、責任を持って業務にあたっています。
そんな皆さんが現在の状況を伝えてくれました。　
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介護支援専門員
松岡　優
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